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安全部会

・今年度の安全部会としては、従来からの懸案事項を促進
する事と新規に始まった「コミュニティスクール」との連携
が出来ました。その中でも従来からの主要事項で有ります、
学童等に対する施策として長尾台小学校との安全対策会議等
による、通学路の点検・見直し等により「グリーンライン」
の設定（小学校前の歩道）と今後実施する予定の「つつじガ
丘地区の点滅信号」の地点等と種々の改善箇所が有ります。
ついては、新年度に向けて「コミュニティスクール」の皆

様とも協議して少しでも安全な地域として促進して参ります
ので、会員各位の協力をお願いいたします。
（「令和2年度」・防犯カメラの設置を1か所計画中。・子供
目線でのポスターの設置）

まちづくり計画委員会

宝塚市第6次総合計画の一環として、新たにまちづくり計画が
 2020年度より始まります。コミュニティひばりも各分科会で
検討し、又皆様のアンケートを基に計画を作成しました。
昨年暫定版を発表し、皆様のご意見を頂きました。
今後計画を進める上での参考とさせて頂きますので、皆様の
ご協力を宜しくお願いいたします。

まちづくり計画委員会 一同

～長尾台小学校コミュニティスクール～
長尾台小学校長 ○○○○

今年度は、学校、家庭、地域が一体となって、子どもたち
を育てるコミュニティスクールを進めてまいりました。
長尾台小学校学校応援団が発足し、地域の皆様には、登下校
見守り、研究会の運営スタッフ、昔遊びや社会科学習の講師
など、多岐に渡ってご支援を頂きました。
この一年間のご支援に心より感謝申し上げます。
これからも子どもたちが自信を持って、長尾台小学校区をふ
るさととして、すくすくと成長できますようお力添えを賜り
ますようお願い申し上げます。

雲雀丘浪漫委員会
雲雀丘浪漫委員会事務局

当委員会では、前身の雲雀丘100年浪漫委員会が積み残した
課題について、中長期的な視点に立って、然るべき方向性が
見出せるよう、市の担当者を交えて、引き続き協議を重ねて
います。その課題は、①旧安田邸の利活用、②無電柱化を含
む道路改修・整備、③高齢化に対応した地域交通システムの
整備の3つです。いずれも早急に結論が出せない大きな課題
で、調査・研究や情報交換を行っている状況です。全体会は
隔月に行うとともに、次のような会合を開催しました。8月
20日 地域交通システムに関する意見交換会（市道路政策課
を交えて）。11月22日 旧安田邸に関する意見交換会（宝
塚・旧安田邸の歴史と文化を遺す会を交えて）。3月2日 旧
安田邸の現況確認会（参加者自治会関係者等を含め23名）。

長尾台小学校区人権啓発推進委員会

今年度は「子どもの人権」を中心に取り組みました。
“食”から考えたり、自尊感情の育て方では、受け入れられる
安心感を家庭内で持ち前向きな生活を送ることを学び、「市
民集会」では自然の大切さを熊の紙芝居を通して3.4年生と共
に考え、豊かな森を守りたいと思いました。
もっと自然とふれあう機会を増やしたいものです。
一年間ありがとうございました。

青少年補導委員

私たち補導委委員はこの一年、“愛ある一言”を心掛けながら子ども達が
取り返しのつかない事件や事故に巻き込まれたりしないよう見守り活動
をしてきました。
今後、下校時や育成会の下校時、塾の時間に合わせた見守りなど、もっ
と活動の幅を拡げたいと思いますが、残念ながら人員が足りません。
長尾台小学校区の補導委員は、現在3名の欠員があります。
見守り、挨拶運動などを通して一緒に子供の安全安心のサポートをして
いただける方にご参加いただけるようお願いいたします。
コロナウイルス感染予防のために突然の長い休校、健康面やお留守番の
事、皆様困惑されていること存じます。
普段から顔を合わせている地域の子供たちが、不安な気持ちで過ごして
いるのではと気懸りです。補導委員としても学校と連携を取りながら
お手伝いさせていただければと思います。

子ども福祉部会

昨年の大型連休最終日に「3色弁当を作る会」を開催、小学
生達が鶏そぼろを作り、炒り卵にも挑戦。「またやりたい」
の声が励みになりました。2月29日（土）に予定していたひば
り子ども館主催（共催子ども福祉部会）の「餅つき大会」は
新型肺炎の影響で中止となりました。今年度を振り返ると
“充分な活動ができただろうか”と悔いが残ります。

文化交流部会

7月14日サマーコンサート、9月22日サロンコンサート、
11月17日ふれあいコンサートを栄光園で開催しました。
音楽は、社会構成の夢と楽しさを繋ぎ、
人々の道に勇気を与えます。
コンサートは迫力満点の演奏や歌声を
聴く喜びに、心が癒され嬉しくなって、
会場は拍手喝采です。音楽はコミュニティ
が活性する大切な絆です。 ▲ふれあいコンサート

地区防災計画委員会

地区防災計画を策定し、補助金にて下記の防災資機材を揃えました。
・発電機２基・リヤカー１台・防災倉庫１棟
・折りたたみアルミマット10枚・LEDランタン10個
災害に対し、ご家庭でも予めどのような備えが必要か考え準備しま
しょう。
また、備品だけでなく安否確認の方法なども決めておきましょう。

福祉部会

80、50問題、定年退職後の男性のひきこもりが最近問題になって
います。よみうり新聞生活応援隊の記事より改めて紹介します。

『男性の地域デビユーのコツは？
頼まれるうちが花。頼まれごとは断らず、引き受けてみては
深く考えすぎず、身構えず、挑戦したら。まず身近にある自
治会に参加し、人の輪に入ってみたら。それが第一歩になる
はず。地域の人の顔と名前が一致するようになり、雑談でき
る相手が増えた。  地域のことをよく知らないまま40年ここ
に住んできたが、この街で生きているという実感がもてる
ようになった。』（よみうり新聞生活応援隊の記事より）

環境部会

今年度特筆すべきことは、ボランティアグループ「きずな会」に
４名の入会があり、其の内３名が女子学生ということです。「き
ずな会」は森を訪れる方々が気持ち良く過ごしていただけるよう、
日々努力をしています。そんな中、きずきの広場に向かって１万
枚のソーラーパネルが設置されると、環境・景観が損なわれるこ
とになります。（「きずな会」：環境部会と共にきずきの森の整
備活動をするボランティアグループ）
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